














養育者 による子 どもの心的状態の読みとりとそれが支え る相互作用 の在 り方
篠 原 郁 子
1.は じめに














た。その結果、3歳 か ら4歳 半の間に有意に正答






















































特に、他者 の心 の理解の発達に関 して、家族や










る見解を有 していることに気づ く機会 も多いと考






















3,心 の理解の発達 と養育者 との関係性の関連
養育者 と子どもの関係性を表す指標の1っ とし
て、代表的な ものに愛着関係 があ るだろ う。
Bowlbyに よって提示された養育者と子 どもの愛
着関係 は、後 にAinsworthら(Ainsworthet,
al。:1974な ど)に よって愛着 の安定性 に着 目し
た関係性の質的分類が行われた。そして、安定型
と不安定型(下 位分類 として3っ のタイプが想定

























この点につ いて、以下、Meinsら によ って提示
された説明を見てい くこととする。
4.心 の理解 の発達 を支える養 育者 の特徴
Meins(1997)の 一連 の研究 はもともと、 愛着
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の安定性 と言語獲得、象徴遊 びなど広 く認知発達
との関連性 をと りあげた ものである。 その中で、
認知一般 に対 してではな く、特 に自他 の心が絡む
領域 に関す る愛着安定型 の子 ど もの能力 の高 さを
指摘 して いる。 そ して、愛着の タイプと子 どもの
心の理解能力 との関連 にっ いて、愛着安定型 の子
どもの養育者が有す る特徴 に注 目 した説 明をお こ
な ってい る。
従来、子 どもが安定型 の愛着 関係 を持 っ ことを
予測 す る養育者側 の要 因の1っ と して、「子 ど もの
シグナルに気付 き、正確 に解釈 し、敏速 かっ適切
に応 答す る」 とい う 「敏感性 」(Ainsworthet.
al.:1974)が 重視 されて きた。だが、Meinsら は
この 「敏感性」 という概念 にっ いて それが表す も
のが広 く漠然 と して いる点を指摘 して いる。 その
概念の中で も特 に重要で本質的な側面 とは、子 ど
もの身体 的 ・情緒 的サ インに応答することよりも、
子 どもの行動 の背後 にあ る心 的状態 へ敏感 である
こと、 すなわち子 どもを心 的な観点 か ら理解す る
ことなのだ と い う。Meinsら は、 この、 子 ど も
を心的観点か ら理解す るとい う点 の重要性 を指摘
し、養育者が子 ど もを発達早期か ら心 を持 った独
立 した存在 とみなす傾向の ことを〈mind‐mind-
edness>と 呼 ん で い る(Mθins:1997,Meins,
Fernyhough,Fradley&Tuckey:2001)0
自身の一連の研究(Meins:1997)に お いて、
愛 着安 定 型 の子 ど もの 養育 者 が 高 い〈mind-
mindedness>を 有 して い る ことを示 す い くっ か
の報告 が行 われている。例 えば、1歳 頃に測定 し
た愛着 の タイプが不安定型 の子 ど もの養育者 は、
語彙 を獲得 する以前 の19ケ 月児 の発話 を 「わけの
わか らない」 ものと捉 えるのに対 し、安定型の子
どもの養育者 は、 そういった発話がすで に意味を
持 って いると捉えやす いことを示 している。また、
安定型 の子 どもの養育者 は子 ど もが3歳 の時 に、
子 どもにつ いて身体 的 ・行動 的特徴 よ りも、心 的
な特徴 によ り焦点化 した叙述 を行 いやすい ことが
Tさ れてい る。
これ らの報告 は、愛着 の タイプ測定後 における










































る と考察 されて いるのであ る。
では、養育者の〈mind-mindedness>は相互
作用 の在 り方 に具体的に はどのよ うな影響 を与 え
て いるのだ ろ うか。 養育者 の〈mind-minded-
ness>が もた らす、結 果的 に子 どもの心 に関す る
理解 を引き上 げるような相互作 用の在 り方 とはい
か なる ものなのか。養育者 の持 っ特徴 と相互作用








































































6.子 どもの心 に対す る養育者の スタンスと役割
以 上、 養育者が有す る 「子 どもを心を持 った存
在」 とみなす傾向 とその影響 にっ いて述べて きた
が、養育 者が子 どもをいかな る存在 であ ると見な
すか とい うスタンスの在 り方 は、子 どもとの相互
作用 の在 り方 を左右 す るとい う意味 で大 きな役割
を持 ってい ると考 え られる。Miens(1997)は 愛
着 の安定性 に関 わ らず全 ての養育者 が、 やがて子
ど もの発話 や身振 りを意図的 な もの と見 な し、乳
児 を 「志向的行為者(intentionalagent)」 と し
て扱 うよ うになるのだ と述べて いる。だが、 それ
は必ず しも乳児を心を持 った存 在、す なわ ち 「心
的行 為者(mentalagent)」 と して扱 う ことを意
味 しないのだ とい う。 子 どもを志 向的行 為者 と見
なす養育者 は、子 どもは欲求 を持 ち、 それを伝 え
表現 する ことがで きる と考 えてい るのに対 し、心
的行為者 と見 なす養育者 は、子 ど もは世界 に対 す
る表象 を持 ち、現実 に対 して様 々な見解 を持 っ こ
とがで きる存 在 と み な して い る の だ と い う。
Tomaselloら によれ ば、子 ど もは9ケ 月 頃 か ら他
者を志向的行為者 と して理解す るが、心的行為者
と して理解す るようになるの は4歳 頃 なのだ とい
う(Tomasello,Kruger,andRather:1993)。
子 どもが他 者そ して自己を心 的行 為者 と して実際
に理解 してい るかど うか に関わ らず、 〈mind‐
mindedness>の 高 い養育 者が 生後 数 ケ月 の子 ど
もを も心的行為者 と見 なす ことは、子 ど もの発達
に照 らしてみれば、実体以上 の心 の存在 を帰属 し
て いるとい うことになるか もしれ ない。
<mind-mindedness>にお け る、 実体 以上 の
心の存在を子 どもに帰属 し、それ に対 して働 きか
けを行 うというスタンスは、 「アズ ・イ フ理 論」
の中で重視 され る養育者 のス タンスと近 いとも考
え られ る。心 の中核 的性質 であ ると考 え られて い
る志 向性 の発達 について従来多 くの議論 が行 われ
て きたが、(Zeedyk:1997参 照)、 「アズ ・イ フ理
論」 とはその発達 につ いて特 に養育者 の役割 を重
視す る理論的立場 の一 っで あ る(Kaye:1982な
ど)。 そ こで は、幼 い乳児 は養 育者 によ って 「ま

































の在 り方を問 うものである。 そ して、Miensは
乳児の心についてある意味では実体以上の存在を










































う点 も十分 に検討 されて はいない。 養育 者の
〈mind-mindedness>が 、養育者側か ら子 ども
への一方的なあてはめではなく、子 どもとの実際
のや りとりにおける相互規定的な性質を持っもの
であ ると考 え るとき、子 どもの側が有 している誘
発 因 との関連 や、発達 に伴 う行動 の変化、 すなわ
ち誘発 因 の変化 と誘 発 され る〈mind-minded-
ness>の 性質 的変 化の有無 の可能性 について も検
討 してい く必要 があ ると考え られよ う。
以上、本稿 で は子 どもの心 の理解 の発達 にっい
て、養育者 との関係 が持 つ役割 に着 目 し、Meins
が提唱す る養育者 の〈mind-mindedness>とそ
れが支 える子 ど もの発達 を促進 す るよ うな相互作
用 の在 り方 にっ いて概観 して きた。先 に指摘 した
よ うに、Meinsら によ る一 連 の説 明 は、 現 在の
と ころ実証的 な研究 による裏付 けに基づ いたもの
はない。従 って、彼女 らが提示 したよ うなメカニ
ズムで養育者 の<mind-mindedness>が子 ど も
の心 の理解 を支 え、促 してい くものなのか を実証
的 に明 らか に してい くことは今後 に残 され た課題
で ある。それに加 え、上 で指摘 した よ うに、 子 ど
もの発達段階 に応 じた養育者 の〈mind-minded-
ness>の 喚起 と機能 に関す る問題 を検討 して い く
ことで、養育者 との関係が子 ど もの心 の発達 に対
して持ち うる役割 にっ いて、更な る知見が得 られ
るので はな いだ ろうか。
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